


c o n t e n t s

4 特集 1

連載

もっと知りたい！
山車のこと。

40 川越四方山話

41 スカラ座のcinema! cinema! cinema!

16 art of kawagoe
1. 須賀昭夫／2. ヤジマキミオ

46 art of kawagoe
3. 櫻井由理／4. 伊藤大貴

36 new comer
KIKÖNO／Banon／Burger Cafe honohono／Terroir

18 特集 2

美味しいものをつくるひと
COEDO Craft Beer 1000 Labo

松本醤油商店　　小江戸鏡山酒造
大学いも・川越いわた　　玉力製菓
寿庵　　中市本店　　福呂屋

42 川越 day & night
あぶり珈琲／Bar & Dining Clove hitch

vol.1　2015.10

※掲載内容はすべて2015年
10月現在の情報となります。

※料金はすべて税込み表記
となります。
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も
っ
と
知
り
た
い
！

山
車
の
こ
と
。

特
集

祭
り
当
日
の
賑
わ
い
は
川
越
に
住
む

私
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
み
な
も
の
。

年
々
来
場
者
が
増
え
る
川
越
祭
り
に
、
こ
れ
だ
け
の

大
掛
か
り
な
山
車
を
持
ち
運
営
す
る
側
の
人
々
は
、

一
年
を
か
け
て
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
ま
す
ま
す
観
光
地
と
し
て
活
性
化
す
る
川
越
の

歴
史
あ
る
一
大
行
事
、
川
越
祭
り
。

そ
の
舞
台
裏
、
少
し
だ
け
お
見
せ
し
ま
す
。

 

文
＝
櫻
井
理
恵　

写
真
＝
須
賀
昭
夫

取材にあたり、川越祭りに関する各種資料を参考にしています。
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も
っ
と
知
り
た
い
！

山
車
の
こ
と
。

　

御
年
、
八
十
四
歳
。
川
越
祭
り
関
係
者

で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
志

多
町
弁
慶
会
創
設
者
、
小
池
賢
一
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

小
池
さ
ん
が
志
多
町
弁
慶
会
を
創
設
し

た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
。
当
時
七
、八

名
の
二
十
代
前
半
の
若
者
た
ち
が
、
自
治

体
の
中
で
も
特
に
川
越
祭
り
の
準
備
や
運

営
を
率
先
し
て
行
う
チ
ー
ム
と
し
て
発
足

し
た
。
当
時
の
会
則
と
し
て
入
会
の
条
件

は
「
町
内
在
住
の
長
男
の
み
」。
川
越
の

地
に
と
ど
ま
り
、
家
を
継
ぐ
も
の
だ
け
が

入
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
い
う
厳
し
い
規

則
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
川
越
祭

り
は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
大
切
な
神
事

で
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

意
識
は
現
在
で
も
高
い
の
で
あ
る
。

　

昭
和
五
十
七
年
頃
か
ら
は
入
会
規
則
の

緩
和
も
伴
い
、
急
速
に
弁
慶
会
の
会
員
も

増
員
。現
在
で
は
約
七
十
名
が
加
盟
し
、毎

年
の
川
越
祭
り
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

志
多
町
の
山
車
曳
行
の
特
徴
の
ひ
と
つ

と
し
て
は
、
江
戸
天
下
祭
り
山
車
行
列
が

有
名
だ
。
約
1
2
0
ｍ
に
な
る
伝
統
的
な

山
車
行
列
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
の

関
係
者
の
支
度
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
決

ま
り
が
存
在
す
る
。
参
加
者
は
す
べ
て
伝

統
的
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
町
内
揃
い

の
柄
は
も
ち
ろ
ん
着
付
け
方
法
、
履
物
ま

で
事
前
に
細
か
く
指
導
さ
れ
る
。
特
に
手

古
舞
に
つ
い
て
は
、
衣
装
を
着
る
女
性
の

カ
ツ
ラ
を
個
別
に
特
注
、
日
本
髪
に
お
し

ろ
い
を
施
し
、
完
全
に
江
戸
天
下
祭
り
を

再
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
「
川
越

祭
り
」
と
い
う
側
面
が
確
か
に
存
在
す
る

現
在
、「
神
事
と
し
て
の
川
越
祭
り
」
を

守
り
、
ま
た
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

弁
慶
会
で
は
常
に
自
治
体
と
の
情
報
共
有

や
町
内
の
住
人
へ
指
導
を
細
か
く
行
っ
て

い
る
。

　

現
在
小
池
さ
ん
は
、
志
多
町
祭
典
部
長

の
他
に
川
越
ま
つ
り
協
賛
会
常
任
理
事
な

ど
を
兼
任
す
る
一
方
、
千
代
田
区
天
下
祭

運
営
委
員
会
に
も
積
極
的
に
参
加
。
平
成

十
五
年
に
は
江
戸
開
府
四
百
年
記
念
事
業

「
江
戸
天
下
祭
り
」、
平
成
二
十
七
年
四

月
に
は
静
岡
祭
り
に
川
越
市
代
表
と
し
て

志
多
町
の
山
車
を
曳
行
す
る
な
ど
、
川
越

祭
り
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
へ
伝
統
行

事
川
越
祭
り
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

川
越
祭
り
と
志
多
町
弁
慶
会

川
越
祭
り
の
伝
統
を
守
り
抜
く

そ
れ
が
弁
慶
会
の
誇
り
。

小池賢一さん
昭和 6年生まれ。川越市志
多町祭典部長、川越まつり
協賛会常任理事などをつと
める。

i n t e r v i e wh i s t o r y

江戸末期
山車制作

1856年［安政3］
人形制作（鼠屋五兵衛作）

1951年［昭和26］
志多町弁慶会発足

1954年［昭和29］
山車の一部を改造

1972年［昭和47］
川越市制50周年

2000年［平成12］
装飾品の復元新調

2003年［平成15］
江戸開府四百年記念事業
「江戸天下祭り」参加

2012年［平成24］
川越市制90周年

2015年［平成27］
「静岡まつり」参加　

昭和１６年　志多町

昭和３４年　皇太子（現・天皇）御成婚記念の祭り

昭和３８年　映画「無法松の一生」三国連太郎
志多町山車出演

昭和47年　
市制５０周年市役所前

弁慶会・会員の
幼少時代

平成27年　静岡まつり
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釘を使用せず、差し込
み式やはめ込み式の構
造になっている。江戸
時代からの大工の知識
が活かされており、非
常に安全な設計になっ
ている。

作業は職方を中心に、
町方協力のもと進行。
提灯など細かな部材の
管理も。

着付けは町によっては
女性の役目といわれて
いる。2mを超す弁慶
は二人がかりだ。

晴
れ
や
か
な
空
の
下
、

組
み
立
て
ス
タ
ー
ト
。

　

川
越
祭
り
の
二
週
間
前
。
朝
早

く
か
ら
志
多
町
の
会
館
前
に
弁
慶

会
の
人
び
と
と
職
方
が
集
ま
っ
た
。

い
よ
い
よ
、
山
車
の
組
み
立
て
が

始
ま
る
。
鳶
頭
と
弁
慶
会
会
長
の

号
令
の
も
と
、
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
く
。
備
品
の
不
足
が

な
い
か
、
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

な
い
か
…
組
み
立
て
の
前
に
チ
ェ

ッ
ク
し
た
部
分
を
入
念
に
再
確
認

し
な
が
ら
、
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
く
。

　

ま
ず
、
保
管
し
て
い
る
山
車
蔵

な
役
割
な
の
で
あ
る
。

　

志
多
町
弁
慶
の
山
車
の
特
徴
は
、

二
重
鉾
、
四
つ
車
、
回
り
舞
台
、

匂
欄
仕
立
の
囃
子
台
。
江
戸
安
政

期
に
制
作
さ
れ
、
現
在
は
県
指
定

有
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
欄
間
の
仕
上
や

舞
台
の
一
部
が
改
装
さ
れ
て
、
現

在
の
型
と
な
っ
た
。
大
き
さ
は
幅

（
車
軸
）
2
ｍ
76
㎝
、
長
さ
4
ｍ
、

高
さ
は
6
ｍ
20
㎝
。
こ
れ
に
弁
慶

の
人
形
が
乗
る
と
、
高
さ
は
7
ｍ

か
ら
、
前
後
を
通
行
止
め
に
し
た

道
路
へ
山
車
を
出
し
、
保
護
の
た

め
に
巻
い
て
あ
る
さ
ら
し
を
外
す
。

ほ
か
に
約
二
百
点
あ
ま
り
の
部
材

も
運
び
出
さ
れ
、
車
軸
、
輪
の
は

め
込
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
山

車
本
体
や
部
材
は
基
本
的
に
木
製

の
た
め
、
湿
気
や
気
温
に
対
す
る

管
理
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
だ
。

こ
の
日
は
晴
天
、
少
し
暑
い
く
ら

い
の
気
温
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の

陽
気
が
山
車
を
痛
め
る
原
因
と
も

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
か
。
祭
り

当
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
年

を
通
じ
て
山
車
の
保
存
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
の
も
弁
慶
会
の
大
切

超
。
重
さ
は
約
6
・
4
ｔ
だ
。
祭
り

中
の
曳
行
で
は
電
線
の
高
さ
や
道

路
の
幅
、
曲
が
り
角
の
角
度
か
ら

通
り
の
店
舗
や
住
宅
の
軒
先
の
状

況
ま
で
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ル

ー
ト
が
決
定
さ
れ
る
。
祭
り
当
日

は
そ
の
ル
ー
ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
て
山
車
の
曳
行
が
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
町
内
の
人
び
と
は

普
段
か
ら
山
車
が
安
全
に
通
れ
る

か
ど
う
か
を
意
識
し
な
が
ら
町
を

通
行
し
て
い
る
と
い
う
。

山
車
の
組
み
立
て

2
0

1
5

.1
0

.4

心
が
は
や
る
川
越
祭
り
。

山
車
の
準
備
現
場
に
潜
入
！

も
っ
と
知
り
た
い
！

山
車
の
こ
と
。
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力
強
い
弁
慶
の
人
形
と

豪
華
絢
爛
な
装
飾

　

一
方
、
会
館
の
中
で
は
小
槌
の

会
が
武
蔵
坊
弁
慶
と
二
人
の
童
子

の
人
形
の
着
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
人
形
た
ち
は
、
歌
舞
伎
「
勧

進
帳
」
の
一
幕
、
武
蔵
坊
弁
慶
が

安
宅
の
関
で
草
刈
童
子
た
ち
に
道

を
訪
ね
る
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
制
作
は
非

常
に
古
く
、安
政
三
年（
一
八
五
六

年
）。
鼠
屋
五
兵
衛
の
作
で
、
現

在
祭
り
の
際
に
山
車
の
上
に
設
置

さ
れ
る
の
は
、
後
に
複
製
さ
れ
た

レ
プ
リ
カ
で
あ
る
。
弁
慶
の
大
き

さ
は
2
ｍ
16
㎝
、
足
の
幅
は
32
㎝

の
大
迫
力
。
2
体
の
草
刈
童
子
は

約
1
ｍ
、
可
愛
ら
し
い
顔
立
ち
の

男
の
子
だ
。

　

山
車
の
組
み
立
て
が
進
み
、
つ

い
に
弁
慶
と
童
子
の
人
形
が
舞
台

前
面
か
ら
搬
入
さ
れ
る
。「
え
い
や

っ
」
と
ば
か
り
に
大
人
七
人
が
か

り
で
慎
重
に
運
び
入
れ
て
い
く
。

そ
の
後
、
山
車
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら

弁
慶
が
顔
を
出
し
た
と
き
の
、
弁

慶
会
の
人
び
と
の
わ
く
わ
し
て
い

る
顔
と
い
っ
た
ら
、「
も
う
祭
り
が

待
ち
き
れ
な
い
！
」
と
い
っ
た
様

子
な
の
で
あ
る
。
人
形
櫓
や
鉾
、

行
灯
は
苧お
だ

環ま
き

と
い
う
江
戸
か
ら
伝

わ
る
特
殊
な
滑
車
方
法
で
せ
り
上

が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
山

車
の
高
さ
を
伸
縮
さ
せ
る
こ
と
で

城
門
を
通
過
で
き
る
と
い
う
、
江

戸
天
下
祭
り
か
ら
の
技
術
と
知
恵

が
現
在
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。
最

後
に
四
方
幕
や
水
引
幕
、
隅
飾
な

ど
を
設
置
し
て
い
く
。
山
車
を
彩

る
装
飾
品
も
そ
の
精
緻
な
造
り
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
唐

獅
子
牡
丹
の
透
か
し
彫
り
が
施
さ

れ
て
い
る
羽
目
板
は
、
明
治
時
代

に
十
枚
の
う
ち
一
枚
だ
け
仕
上
が

っ
た
状
態
で
し
ば
ら
く
荒
削
り
の

ま
ま
現
存
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

二
十
九
年
に
磯
貝
勝
之
氏
に
よ
っ

て
踊
り
場
の
脇
障
子
の
彫
刻
と
と

も
に
完
成
さ
れ
た
。
四
方
幕
や
三

色
幕
、
上
下
段
四
隅
の
幣
な
ど
は
、

平
成
十
二
年
に
復
元
し
た
も
の
で
、

こ
れ
ら
も
他
で
は
類
を
見
な
い
よ

う
な
豪
華
絢
爛
な
仕
立
て
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
後
、
さ
ら
に
気
温
が
上
が

り
、
山
車
は
早
め
に
山
車
蔵
に
し

ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
志
多

町
弁
慶
の
山
車
が
お
目
見
え
す
る

の
は
川
越
祭
り
当
日
。
そ
の
時
に

は
提
灯
や
太
鼓
も
設
置
さ
れ
、
い

つ
も
私
た
ち
が
目
に
す
る
山
車
の

姿
が
お
披
露
目
と
な
る
。
あ
と
は

祭
り
当
日
の
晴
天
を
願
う
の
み
！

金糸銀糸で龍が施され
た大迫力の四方幕。

約6.4 tの山車を支える
車輪。弁慶の山車は四
つ車。

着付けが済んだ人形を
慎重に運び出す。舞台
前面から山車に搬入し
た後、職方が梯子で担
ぎ上げる。

四方幕の設置。他に房
や水引幕など、次第に
山車らしくなってくる。

前面、側面などに施さ
れる彫刻類。精緻な造
りが美しい。

弁慶と二人の童子の設
置。見下ろす弁慶の勇
ましい表情は、志多町
の人びとの一番の自慢
だ。

鳶頭を筆頭に、職方の
技術が山車の運行をさ
さえている。

も
っ
と
知
り
た
い
！

山
車
の
こ
と
。
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川越氷川祭の山車行事

志多町弁慶の山車 曳行編成図
江戸天下祭りを模した伝統的な曳行編成をご紹介。

イラスト＝上坂じゅりこ

全
長
1
2
0ｍ
に
圧
倒
！

志
多
町
が
再
現
す
る

江
戸
の
天
下
祭
り

　

伝
統
的
な
衣
装
で
揃
え
た
、
志

多
町
弁
慶
の
山
車
最
大
の
見
ど
こ

ろ
。
最
後
尾
に
は
め
ず
ら
し
い
荷

茶
屋
（
山
車
を
ひ
く
人
の
た
め
の

飲
み
物
を
運
ぶ
俥
）
も
。
山
車
曳

行
の
す
べ
て
を
仕
切
る
宰
領
を
筆

頭
に
、
伝
令
役
の
先
触
、
町
内
役

員
が
装
う
裃
、
男
髷
の
カ
ツ
ラ
に

吉
原
つ
な
ぎ
の
着
物
を
つ
け
た
手

古
舞
、
山
車
の
操
作
を
行
う
鳶
頭

と
職
方
、
囃
子
方
（
堤
崎
流
府
川

囃
子
蓮
）
な
ど
、
総
勢
二
百
人
近

い
大
行
列
だ
。
こ
の
他
、
山
車
を

引
っ
張
る
曵
き
方
衆
は
、
大
人
も

子
ど
も
も
す
べ
て
町
内
揃
い
の
着

物
に
股
引
、
草
履
を
着
用
。
町
内

の
子
ど
も
た
ち
も
積
極
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
町
内
で
は
基
本

的
な
揃
い
の
着
物
の
貸
し
出
し
や

保
護
者
に
対
す
る
着
付
け
指
導
、

マ
ナ
ー
教
育
も
行
っ
て
い
る
。

先頭旗高張手古舞旦那衆裃宰領鳶頭職方

も
っ
と
知
り
た
い
！

山
車
の
こ
と
。

荷
茶
屋 町

内
関
係
者

職
方

山
車
警
護

若
頭（
山
車
警
護
兼
）

鳶
頭

副
宰
領

綱
元

綱
警
護
、曵
き
手

：曵行責任者
：手古舞

：鳶頭
：職方

：弁慶会
：自治会

綱
先

子
供
手
古
舞

綱
先

宰
領

裃

裃
警
護

旦
那
衆 手

古
舞 高

張 露
払
い

川
越
氷
川
祭
禮
旗

指
揮

先
触
れ

120m
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も
っ
と
知
り
た
い
！

山
車
の
こ
と
。

府
川
囃
子
連

志
多
町
育
成
会

川
越
祭
を
学
ぶ
会

志
多
町
の
囃
子
方
と
し
て
六
十
年
。

堤
崎
流
を
今
に
伝
え
る
府
川
地
区
の
囃
子
連

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
。

町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
川
越
祭
り
を
伝
え
る
た
め
に

町
内
を
越
え
、川
越
全
体
の
絆
を

支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
！

　

各
町
内
の
山
車
で
に
ぎ
や
か
な

お
囃
子
や
踊
り
を
披
露
す
る
囃
子

方
。
祭
り
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
だ
が
、
囃
子
方
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
流
派
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
今
回
取
材
し
た
志

多
町
の
山
車
に
は
堤
崎
流
を
伝
え

る
府
川
囃
子
連
が
囃
子
方
と
し
て

乗
っ
て
い
る
。
八
つ
の
曲
目
を
山

車
曳
行
の
シ
ー
ン
ご
と
に
演
奏
し
、

そ
の
演
奏
内
容
は
言
葉
で
書
か
れ

　

志
多
町
自
治
会
内
に
あ
る
育
成

会
で
は
、
新
し
く
町
内
に
引
っ
越

し
て
き
た
町
民
や
子
ど
も
た
ち
が

川
越
祭
り
に
志
多
町
の
住
人
と
し

て
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

弁
慶
会
と
協
力
し
て
祭
り
の
歴
史

や
ル
ー
ル
、
着
付
け
指
導
を
行
う
。

揃
い
の
着
物
の
貸
し
出
し
も
行
い

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
川
越
祭

り
と
い
う
伝
統
行
事
に
よ
り
多
く

触
れ
る
機
会
を
与
え
、
ま
た
受
け

継
い
で
い
く
仕
組
作
り
を
担
っ
て

い
る
。
町
の
住
人
に
対
す
る
ケ
ア

　

川
越
祭
り
の
山
車
は
全
部
で
二

十
九
台
。
年
に
よ
っ
て
参
加
台
数

は
か
わ
る
が
、
平
均
し
て
毎
年
約

十
五
台
も
の
山
車
が
川
越
市
内
を

練
り
歩
く
。
ま
た
、
近
年
の
川
越

の
観
光
地
化
に
と
も
な
い
、
見
物

客
が
爆
発
的
に
増
え
る
こ
の
二
日

間
、
各
町
内
と
の
連
携
が
と
て
も

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん

川
越
市
を
中
心
と
し
た
運
営
委
員

会
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
曳
行

現
場
を
牽
引
す
る
各
町
内
の
若
手

た
ち
の
交
流
を
深
め
、
祭
り
運
営

の
円
滑
化
を
促
す
会
が
「
川
越
祭

を
学
ぶ
会
」
で
あ
る
。
こ
の
会
で

は
自
分
た
ち
が
祭
り
を
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
神
事
で
あ
る
川
越
祭

り
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
伝
統

の
意
味
を
理
解
し
、
自
分
た
ち
で

責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
の

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。
山
車

の
保
存
に
関
す
る
情
報
交
換
や
、

曳
行
の
際
の
注
意
、
各
町
内
と
の

親
交
な
ど
、
町
内
の
枠
を
越
え
た

つ
な
が
り
が
川
越
祭
り
を
支
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

も
非
常
に
重
要
な
祭
り
運
営
の
要

素
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

た
楽
譜
と
口
頭
の
み
。
約
百
五
十

年
前
か
ら
続
く
こ
の
流
派
を
次
世

代
に
残
す
た
め
、
府
川
囃
子
連
で

は
小
学
校
三
年
生
以
上
で
府
川
地

区
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

毎
週
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
志
多

町
と
は
ま
さ
に
六
十
年
に
わ
た
っ

て
親
戚
同
然
の
付
き
合
い
を
し
、

川
越
祭
り
当
日
は
曳
っ
か
わ
せ
や

曳
行
、
居
囃
子
で
そ
の
腕
を
披
露

し
て
い
る
。

テ
ン
テ
ン
き
た
ど
っ
こ
い　

テ
ン
す
く
ず　

テ
ン
す
く
ず　

テ
ン
す
く
ず

て
ん
こ
り
ゃ
ー
い

テ
ン
テ
ン
す
け
て
ん　

す
け
て
ん
が
ー

テ
ン
テ
ン　

す
く　

す
く　

す
く

「しょうでん」の譜面。
カタカナ部分は太鼓を
たたくところ。

代表　安田善昭さん
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川越出身。浅草サンバチームでの発泡スチロ
ール制作がきっかけで、川越市役所を退職後、
本格的に制作に取り組み始める。2010年9月、
初の個展を開催。テレビや新聞、ラジオ取材
が相次ぐ。菓子屋横丁での常設展示はいまや
川越の新名所となっている。

Parsons NY 卒。ファッション、コマーシャ
ルを中心に活動。帰国後 EPAやロイターで
のフォトグラファーを経てロイターシンガポ
ールでフォトエディター。現在「川越美人百
景」、「花と女」、「川越のおっさん」シリーズ
など川越を舞台にした作品を制作中。

うさぎとかえる／パンダ 川越のおっさん

ヤジマキミオ
発泡スチロールアーティスト

須賀昭夫
写真家

a r t  o f  k a w a g o e  2 a r t  o f  k a w a g o e  1

写真＝柳井遥  星野辰馬
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も
の
を

美
味
し
い

つ
く
る
ひ
と

遊
び
に
く
る
ひ
と
に
と
っ
て
楽
し
み
な
の
は

な
ん
と
い
っ
て
も
川
越
の
美
味
し
い
特
産
品
！

川
越
を
愛
す
る
ひ
と
び
と
が

代
々
受
け
継
い
で
き
た

食
の
伝
統
と
卓
越
し
た
技
術
は

住
ま
う
ひ
と
を
も
感
動
さ
せ
る
ほ
ど
。

今
こ
そ  

川
越
の
食
の
魅
力
、
再
発
見
。

文
＝
櫻
井
理
恵　

写
真
＝
須
賀
昭
夫
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定番の 5種のビールの他に、
その時々でラボで醸造されて
いるビールが味わえる。

併設されるレストラン香麦
（シャンマイ）のシェフ長瀬
和雄さんが提案する中華料理
は、フレンチの要素を含んだ
繊細な味わい。ビールにぴっ
たりのメニューが楽しめる。
香酢の酢豚（1,080円）、胡
麻ダレ水餃子（4個 648円）
など。

工場を改築した
雰囲気のある店
舗。開放的なテ
ラス席も。

おなじみのロゴタイプ。
その口当たりの良さに魅
せられる。

COEDO Craft Beer 1000 Labo
（レストラン香麦に併設）

川越市福田 59-1
049-228-0800
水～金 11：00 ─ 15：00／17：00 ─ 21：00
土日祝 11：00 ─ 21：00
月・火曜定休
http://r.gnavi.co.jp/bxcnant00000/

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

川
越
の
農
業
に
も
っ
と
深
く
か
か
わ
り
た
い
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
伝
道
士
の
新
し
い
試
み

世界でも認められた COEDOビール。
川越の農業を見据える真剣なまなざしで
クラフトビールを研究し続ける
ブルワリーの新しい試み。

　

川
越
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の

飲
食
店
で
味
わ
え
る
コ
エ
ド
ビ
ー
ル
。

そ
の
発
祥
の
地
で
新
し
い
試
み
が
始
ま

っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
「
香
麦
」
に
併
設

さ
れ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
ビ
ー
ル
工
房
。

こ
こ
、C

O
E

D
O

 C
raft B

eer 1000 

L
abo

（
コ
エ
ド
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
・
ワ

ン
サ
ウ
ザ
ン
ド
・
ラ
ボ
）
は
、
作
り
手

の
提
案
す
る
新
し
い
レ
シ
ピ
の
ビ
ー
ル

を
試
験
的
に
醸
造
し
、
料
理
と
一
緒
に

楽
し
め
る
と
い
う
画
期
的
な
空
間
だ
。

　

一
九
九
六
年
に
株
式
会
社
協
同
商
事

が
始
め
た
ビ
ー
ル
事
業
。
江
戸
時
代
か

ら
の
知
恵
で
荒
野
を
耕
し
、
畑
作
が
中

心
と
な
っ
た
川
越
の
南
側
。
そ
こ
で
収

穫
さ
れ
る
さ
つ
ま
い
も
や
麦
に
さ
ら
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
に
考
案
さ
れ
、

今
で
は
国
内
外
で
認
め
ら
れ
る
メ
ー
カ

ー
に
成
長
し
た
。
そ
も
そ
も
ビ
ー
ル
文

化
は
輸
入
産
業
で
あ
り
、
ブ
ル
ワ
リ
ー

自
体
地
元
に
あ
る
こ
と
が
珍
し
い
こ
と
。

し
か
し
実
際
の
ビ
ー
ル
造
り
の
現
場
は

一
般
に
見
学
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
。
そ
こ
で
も
っ
と
地
元
の
ひ
と
に

身
近
な
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
の
が
こ
の
ラ
ボ

だ
。
こ
こ
か
ら
発
信
さ
れ
る
い
ま
だ
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
特
別
な
ビ
ー
ル
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
味
わ
い
な
の
か
？　

今
か
ら
待
ち
遠
し
い
。

学生時代からバックパッカー
の経験を通じ、世界のビール
を研究する朝霧重治社長。

COEDO Craft Beer 1000 Labo
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丹精込めて作られる醤油に
は市内外に多くのファンが
いる。醤油をベースに無添
加のドレッシングやお漬け
物も人気が高い。

静謐な雰囲気の醤油蔵。川
越の醤油作りの歴史や伝統
を伝えるため、定期的に蔵
の見学会も行っている。

醤油樽の板の側面には、当
時樽を作った職人の名前が
記されているそう。

松本醤油商店
川越市仲町 10-13
049-222-0432
9：00 ─ 18：00
年中無休
http://www.hatsukari.co.jp

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

熟
成
さ
れ
た
も
ろ
み
の
甘
く
香
ば
し

い
香
り
が
立
ち
こ
め
る
醤
油
蔵
。
蔵
の

外
と
は
違
う
温
度
や
湿
度
。
醤
油
の
醸

造
に
必
要
な
条
件
を
、
約
百
八
十
年
前

に
建
て
ら
れ
た
こ
の
醤
油
蔵
が
自
然
と

作
り
だ
し
て
い
る
。

　

松
本
醤
油
商
店
は
天
保
元
年
（
一
八

三
〇
年
）
に
横
田
五
郎
兵
衛
が
は
じ
め

た
醤
油
醸
造
所
を
明
治
時
代
に
松
本
家

が
引
き
継
い
だ
。
四
代
目
松
本
公
夫
さ

ん
が
小
売
業
も
開
始
し
、
今
で
は
「
は

つ
か
り
醤
油
」
を
筆
頭
に
川
越
随
一
の

醸
造
元
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
。
ま

ろ
や
か
な
甘
み
を
感
じ
る
天
然
仕
込
の

醤
油
、
そ
の
製
法
は
創
業
当
初
か
ら
ほ

と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
。
醤
油
作
り
に

も
機
械
化
が
進
み
、
温
度
や
湿
度
の
調

整
に
よ
っ
て
格
段
に
早
く
醸
造
が
可
能

だ
が
、
松
本
醤
油
で
は
自
然
の
ま
ま
の

環
境
で
熟
成
さ
せ
る
た
め
、
仕
込
み
か

ら
販
売
ま
で
は
最
短
で
も
約
一
年
か
か

る
。
埼
玉
県
産
の
小
麦
や
大
豆
を
用
い

た
麹
に
蔵
に
棲
む
蔵
酵
母
が
働
き
、
よ

り
深
み
の
あ
る
醤
油
を
ゆ
っ
く
り
と
醸

造
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

は
郊
外
へ
の
移
転
の
話
も
出
た
が
、
四

代
目
は
「
機
械
で
作
っ
て
も
つ
ま
ん
な

い
ん
だ
よ
」
と
首
を
ふ
る
。
醸
造
元
の

頑
固
な
こ
だ
わ
り
、
川
越
の
産
業
を
支

え
る
職
人
の
意
地
が
垣
間
見
え
た
。

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
と
っ
て
お
き
の
醤
油
。

天
然
熟
成
の
旨
味
に
う
な
る

醤油に対する揺るぎない思い。
時代がかわってもその手法と
味を守り続ける職人の意気込みが、
歴史ある川越の産業を支える。

松本醤油商店
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約35度の室内の作業。米麹を小分け
にしてさらに麹菌の繁殖を促してい
く。使用する米は埼玉で初めて作ら
れた酒造好適米で、伊佐沼周辺で作
られている「さけ武蔵」。右は国内で
もめずらしい手動のしぼり機。錘を
使ったテコの原理で動く。

鏡山酒造株式会社・営業部
長の五十嵐昭洋さん。鏡山
をまるでわが子のように慈
しみ、育てている。

濃醇な味わいが鏡山の特徴。
そのさわやかでキレのある
後味はまさに極上。季節に
あわせたラインナップも楽
しめる。

小江戸鏡山酒造
川越市仲町 10-3（蔵元）
049-224-7780
9：00 ─ 17：00
不定休
http://www.kagamiyama.jp/

※蔵里（新富町 1-10-1）他でも販売
http://www.machikawa.co.jp/

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

川
越
の
日
本
酒
と
し
て
お
な
じ
み
の

「
鏡
山
」。
そ
の
濃
醇
な
味
わ
い
は
料
理

を
選
ば
ず
、
香
り
高
い
飲
み
や
す
さ
で

人
気
の
地
酒
だ
。
明
治
八
年
に
新
富
町

で
創
業
し
た
旧
鏡
山
酒
造
は
平
成
十
二

年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
い
っ
た
ん
酒

造
り
の
幕
を
閉
じ
た
が
、
六
年
後
に
仲

町
に
小
江
戸
鏡
山
酒
造
株
式
会
社
と
し

て
復
活
を
遂
げ
た
。
創
業
よ
り
品
質
を

何
よ
り
大
切
に
し
て
き
た
銘
酒
「
鏡
山
」

は
、
新
し
く
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
理
念

を
受
け
継
ぎ
、
酒
造
り
に
も
っ
と
も
重

要
な
温
度
・
湿
度
管
理
も
す
べ
て
ひ
と

が
行
っ
て
い
る
。
仕
込
み
の
時
期
で
あ

る
九
月
か
ら
翌
年
七
月
に
は
約
五
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
交
互
に
現
場
に
寝
泊
ま
り

し
、
酵
母
菌
が
活
性
化
す
る
た
め
の
適

切
な
温
度
に
昼
夜
気
を
配
る
。
製
造
量

は
一
年
で
約
四
百
石
（
約
7
2,
0
0
0

リ
ッ
ト
ル
）
と
酒
造
の
規
模
と
し
て
は

小
さ
め
で
、
販
売
す
る
酒
の
種
類
は
約

二
十
種
。
日
本
酒
造
り
の
各
工
程
に
お

い
て
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が
進
む
今
、

米
の
配
合
や
し
ぼ
り
ま
で
人
力
で
お
こ

な
う
小
江
戸
鏡
山
酒
造
。
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
規
模
拡
大
よ
り
も
酒
造
り
の
伝

統
を
守
り
、
職
人
が
造
り
出
す
豊
か
な

味
わ
い
を
大
切
に
し
て
い
く
そ
の
姿
勢

に
、
川
越
人
の
意
気
込
み
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

酒
は
生
き
物
。
酒
造
り
に
向
き
合
う

真
摯
な
姿
勢
が
極
上
の
日
本
酒
を
生
み
出
す

ただひたすらに、ひとの手をかける。
川越を代表する酒造の情熱から生まれた
芳醇で深みのある日本酒を訪ねて。

小江戸鏡山酒造
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素材の味を生かすためには仕入れる
さつまいもの状態を見極めて揚げる
時間や温度を調整。初代から伝わる
製法で毎日つくる大学いもは、ちょ
っとしたお土産や子どものおやつに
も重宝されている。
定番の輪切りタイプ「いわた大学い
も」（200g 340円～量り売り）　食べ
やすさがうれしい「小江戸スティック」
（1パック 340円）

伝統の味を守りながらも、
いままでにないさつまいも
の味を引きだせるスイーツ
も考案している。
「おいもチーズケーキ」（プ
レーン／ごま／黒糖／紫い
も／ショコラ／他、季節限
定の味も。1本 160円～）

大学いも・川越いわた
新富町本店　川越市新富町 1-8-17
049-298-5164
10：00 ─ 19：00
水曜定休
※時の鐘店（川越市幸町 15-26）も
http://iwata-corp.com/

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

川
越
名
産
と
い
え
ば
、
さ
つ
ま
い
も
。

川
越
周
辺
の
舟
運
や
農
業
の
歴
史
と
も

深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
市
内
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
お
菓
子
の
素
材
と
し
て
、
親

し
ま
れ
て
い
る
農
作
物
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
さ
つ
ま
い
も
を
愛
し
て
や
ま

な
い
の
が
、
川
越
い
わ
た
の
三
代
目
主

人
、
花
俣
準
さ
ん
だ
。

　

一
九
三
〇
年
、
さ
つ
ま
い
も
の
問
屋

で
修
行
を
積
ん
だ
初
代
の
岩
田
力
三
氏

は
、
当
時
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
大
学
い

も
の
専
門
店
を
台
東
区
鳥
越
で
開
業
し

た
。
二
代
目
ま
で
は
東
京
で
営
業
し
、

二
〇
一
〇
年
に
花
俣
さ
ん
の
奥
さ
ま
の

実
家
が
あ
る
川
越
に
店
舗
を
移
し
て
、

現
在
は
市
内
に
二
店
舗
を
構
え
る
人
気

店
と
な
っ
た
。

　

大
学
い
も
の
発
祥
は
諸
説
あ
る
が
、

大
正
時
代
に
旧
帝
国
大
学
生
の
た
め
に

売
ら
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
に
な
っ

た
と
か
。
さ
つ
ま
い
も
を
高
温
の
油
で

揚
げ
、
秘
伝
の
甘
辛
蜜
に
絡
め
た
自
然

な
味
わ
い
に
は
誰
し
も
が
魅
了
さ
れ
て

し
ま
う
。
花
俣
さ
ん
は
初
代
か
ら
か
わ

ら
ぬ
製
法
を　

受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

大
学
い
も
に
合
う
品
種
を
追
究
し
つ
づ

け
て
い
る
。
地
元
生
産
者
と
の
関
係
性

を
さ
ら
に
深
め
て
、
産
地
と
し
て
の
川

越
を
広
め
る
た
め
、
今
日
も
さ
つ
ま
い

も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。

時
間
が
経
っ
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
、

そ
れ
が
素
材
を
見
極
め
て
作
る
、
と
い
う
こ
と
。

夢は “ 究極の川越産大学いも”
をつくること。川越の
ソウルフード・さつまいもに
捧げる三代目夫婦の深い愛情、
ご賞味あれ。

大学いも・川越いわた
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玉力製菓
川越市元町 2-2-7
049-222-1386
10：00 ─ 17：00
月曜定休

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

明
治
か
ら
続
く
菓
子
屋
横
丁
。
昭
和

初
期
に
は
八
十
軒
を
超
す
駄
菓
子
の
製

造
業
者
が
軒
を
連
ね
て
い
た
い
と
い
う
。

時
代
が
変
わ
っ
て
小
売
業
が
中
心
と
な

り
、
現
在
は
川
越
観
光
名
所
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
が
、
近
隣
に
住
む
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
今
で
も
お
菓
子
が
ひ
し

め
く
夢
の
横
丁
で
あ
る
。

　

大
正
三
年
創
業
の
玉
力
で
は
、
一
時

途
絶
え
て
い
た
組
飴
の
製
法
を
約
三
十

年
前
に
復
活
さ
せ
、
現
在
四
代
目
の
久

保
田
淳
さ
ん
が
代
々
伝
わ
る
手
法
で
製

造
し
て
い
る
。
飴
に
色
や
香
り
を
つ
け

て
こ
ね
な
が
ら
形
を
整
え
、
そ
れ
を
数

種
類
重
ね
て
細
く
伸
ば
し
、
ど
こ
か
ら

切
っ
て
も
同
じ
絵
柄
に
な
る
組
飴
。
湿

度
や
温
度
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
素
材

な
の
で
、
絵
柄
を
美
し
く
見
せ
る
技
術

だ
け
で
な
く
長
年
培
っ
て
き
た
勘
が
必

要
不
可
欠
。
何
度
も
や
り
直
し
を
し
な

が
ら
、「
十
年
く
ら
い
や
っ
て
、
や
っ

と
わ
か
っ
て
く
る
」
と
話
す
久
保
田
さ

ん
。
黙
々
と
作
業
す
る
夫
婦
は
ま
さ
に

阿
吽
の
呼
吸
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
約

8
㎏
の
組
飴
が
完
成
し
た
。

　

ま
た
玉
力
製
菓
で
は
、
近
隣
の
小
学

校
の
見
学
や
取
材
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
組
飴
の
か
わ
い

ら
し
さ
と
や
さ
し
い
味
わ
い
は
今
も
川

越
の
子
ど
も
た
ち
を
虜
に
し
て
い
る
。

色鮮やかな組飴に込められた
地元の子どもたちへの思い。
懐かしくやさしい味わいが、
あの頃の思い出を蘇らせる。

昔は「元禄」と呼ばれてい
た組飴製法。季節によって
さまざまな絵柄や味を販売。
その美しさに、結婚式の引
き出物に使う人も多い。手
間のかかる手作りならでは
のやさしい味わい。
（各種 220円～）

丸い型の飴を製造する機械。昭
和 30年頃から使い続けている。

昭和 30年代の菓子屋横丁。
現在とは雰囲気の違う活気
で溢れていた。

子どものころ、小銭を握り
しめて飴を買いに走った懐
かしい記憶が蘇る。

職
人
技
に
し
ば
し
釘
付
け
。

魔
法
の
よ
う
に
つ
く
り
出
さ
れ
る
、
美
し
い
組
飴

玉力製菓

29 28



蕎麦職人の腕を感じる絶妙
な歯ごたえとのど越し。最
初はつゆなしで風味を味わ
うのもまたおすすめ。寿庵
の蕎麦には若い女性ファン
も多く、ひとりで立ち寄っ
ては日本酒と一緒に蕎麦を
味わう粋な常連さんも。

出汁のきいた濃いめのつゆ
にさっとくぐらせて味わう
茶蕎麦（せいろ750円）。後
味のさわやかさはまさに絶
品。二八蕎麦と選ぶことが
できるのもうれしい。他に
も明治の開店時からある小
エビかき揚げと焼もちの入
った源平（1,250円）なども
人気。

寿庵  蔵のまち店
川越市幸町 3-18
049-226-9725
11：15 ─ 20：00（19：00 L.O.）
水曜定休
http://www.kawagoe.com/
kotobukian/
※他、新富町本店、喜多院店も

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

抹
茶
を
ま
ぶ
し
た
蕎
麦
粉
が
、
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
濃
く
美
し
い
黄

緑
色
に
染
ま
っ
て
い
く
。
使
っ
て
い
る

抹
茶
は
旧
川
越
領
で
作
ら
れ
る
河
越
抹

茶
。
コ
ク
の
あ
る
風
味
の
宇
治
抹
茶
と

は
ま
た
違
っ
た
、
鼻
に
抜
け
る
よ
う
な

さ
わ
や
か
な
風
味
を
感
じ
ら
れ
る
、
上

品
な
茶
蕎
麦
が
で
き
あ
が
る
。

　

明
治
三
十
八
年
、
藤
井
新
五
郎
氏
が

仲
町
に
寿
本
店
を
開
店
。
代
々
が
姉
妹

店
を
増
や
し
、
現
在
市
内
で
三
店
舗
を

経
営
。
川
越
で
は
も
っ
と
も
古
い
蕎
麦

屋
で
「
茶
蕎
麦
と
い
え
ば
寿
」
と
言
わ

れ
、
国
内
で
も
数
少
な
い
茶
蕎
麦
専
門

店
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
原
材
料
に

こ
だ
わ
る
蕎
麦
は
毎
朝
手
打
ち
。
茶
蕎

麦
の
他
に
も
石
臼
で
丁
寧
に
挽
い
た
北

海
道
や
茨
城
、
福
井
産
の
蕎
麦
粉
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
二
八
蕎
麦
も
人
気
だ
。
熱

心
な
茶
蕎
麦
の
探
求
者
で
も
あ
る
四
代

目
の
藤
井
清
隆
さ
ん
が
店
長
を
つ
と
め

る
蔵
の
ま
ち
店
は
、
毎
日
観
光
客
で
賑

わ
う
一
方
、
古
く
か
ら
の
常
連
も
足
繁

く
通
っ
て
い
る
そ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
常

連
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
寿
の
茶
蕎
麦
を

食
べ
て
い
て
、「
蕎
麦
は
緑
色
の
も
の
」

と
思
っ
て
い
る
地
元
の
ひ
と
も
い
る
の

だ
と
か
。
寿
庵
は
、
ま
さ
に
川
越
住
人

の
思
い
出
の
味
と
し
て
存
在
す
る
老
舗

店
な
の
で
あ
る
。

繊
細
な
抹
茶
の
味
を
最
大
限
に
引
き
出
す
、

川
越
随
一
の
茶
蕎
麦
の
名
店

初代考案の茶蕎麦を
今に伝える老舗店。
受け継がれる蕎麦打ちの
心意気を感じながら
のど越しの良い茶蕎麦を
粋に食す。

寿庵

31 30



大人気の「ねこまんまおに
ぎり」（1個 220円）。鰹
節の他に、めずらしい鰯節
も選べる。

鰹節削り器。削った瞬間立
ちのぼる香りに、懐かしさ
を感じる。

昭和初期から最近まで使わ
れていた秤。梁についてい
る輪に棒をひっかけ、分銅
で匁を計っていた。

中市本店
川越市幸町 5-2
049-222-0126
10：00 ─ 19：00
水曜定休
http://www.nakaichi-h.com/

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

一
番
街
中
央
に
位
置
す
る
中
市
本
店
。

店
頭
に
長
蛇
の
列
を
見
な
い
日
は
な
い

く
ら
い
の
有
名
店
で
あ
る
。
人
び
と
が

求
め
て
く
る
も
の
は
「
ね
こ
ま
ん
ま
お

に
ぎ
り
」。鰹
節
を
炊
き
込
ん
だ
ご
は
ん

を
、
自
家
製
の
だ
し
醤
油
と
と
も
に
炭

火
で
焼
き
お
に
ぎ
り
に
。
さ
ら
に
こ
れ

で
も
か
！　

と
い
う
ほ
ど
の
鰹
節
（
も

し
く
は
鰯
節
）
を
ぶ
っ
か
け
た
、
川
越

の
新
し
い
名
物
だ
。

　

こ
の
お
に
ぎ
り
に
は
、
六
代
目
落
合

康
信
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　

一
八
六
七
年
よ
り
、
川
越
の
街
に
く

る
大
工
た
ち
の
た
め
に
新
鮮
な
魚
を
販

売
す
る
店
と
し
て
創
業
し
た
中
市
本
店
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
乾
物
を
扱
う
問

屋
に
な
り
、
量
販
店
で
は
ほ
と
ん
ど
取

扱
い
の
な
い
良
質
な
商
品
を
仕
入
れ
、

求
め
や
す
い
値
段
で
地
元
川
越
の
食
卓

に
届
け
て
い
る
。
現
在
で
は
粉
末
状
の

出
汁
も
多
く
出
回
り
、
削
り
た
て
の
鰹

節
自
体
を
口
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
子
ど
も
た
ち

に
本
当
の
鰹
節
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
こ
の
人
気
お
に

ぎ
り
が
誕
生
し
た
。
老
舗
乾
物
問
屋
が

す
す
め
る
本
物
の
鰹
節
で
、
ぜ
ひ
日
本

の
出
汁
の
奥
深
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。

人
間
の
み
な
ら
ず
、
猫
た
ち
も
う
っ
と
り
？

上
質
の
鰹
節
、
削
り
た
て
の
旨
さ
に
感
動

人気商品には、理由がある。
今だからこそ、求められる
本物の味を江戸時代から続く
老舗乾物問屋がお届けします。

中市本店
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一番の売れ筋「時の鐘最中」
（1個140円）は三代目が考
案。あんこがぎっしりつま
った逸品。

四代目考案の「生きんつば」
（1個 130円）は小豆・さ
つまいも・抹茶と三種のク
リームが味わえる。

大正時代から使っている石
臼に、昭和 30年頃餅をつ
く機械を設置。もちろん今
でも現役。

お供物を製造する木型。現
在ではこの木型を彫る職人
もほとんどいないそう。細
かい文様に目を奪われる。

福呂屋
川越市幸町 15-1
049-222-1103
10：00 ─ 17：00
月曜定休（祝日の場合は翌休）
http://www.fukuroya-kawagoe.com/

美
味
し
い 

も
の
を 

つ
く
る
ひ
と

　

今
や
川
越
随
一
の
観
光
名
所
と
な
っ

た
「
時
の
鐘
」
の
隣
に
位
置
す
る
福
呂

屋
。

　

地
元
の
ひ
と
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い

る
老
舗
菓
子
店
は
、
現
在
五
代
目
。
日

頃
か
ら
観
光
客
が
店
頭
に
あ
ふ
れ
る
人

気
店
だ
。

　

福
を
呼
び
寄
せ
て
く
れ
そ
う
な
こ
の

店
名
は
、
明
治
八
年
に
初
代
が
巾
着
袋

を
製
造
販
売
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す

る
そ
う
。
二
代
目
か
ら
和
菓
子
の
製
造

を
始
め
、
川
越
近
隣
の
お
寺
の
お
供
物

を
販
売
し
て
い
た
と
い
う
。
四
代
目
か

ら
は
洋
菓
子
の
製
造
も
は
じ
め
、
川
越

で
は
「
誕
生
日
ケ
ー
キ
は
福
呂
屋

で
！
」
と
い
う
ひ
と
も
多
い
。
か
く
い

う
私
も
、
家
族
の
誕
生
日
に
散
歩
が
て

ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
生
ク
リ
ー
ム
ケ
ー
キ

を
注
文
し
に
い
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

現
在
五
代
目
の
鈴
木
貴
恭
さ
ん
は
、

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
行
後
、
店

の
暖
簾
を
継
ぐ
こ
と
に
。
西
洋
の
食
文

化
に
触
れ
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
特
有
の

素
材
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
い
た
と
い

う
貴
恭
さ
ん
。
低
農
薬
の
小
豆
や
不
純

物
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
「
鬼

ざ
ら
糖
」
を
使
用
す
る
な
ど
、
食
材
に

も
か
な
り
こ
だ
わ
っ
て
い
る
そ
う
。
四

代
目
と
と
も
に
老
舗
の
味
を
守
り
な
が

ら
も
、
新
し
い
川
越
の
味
を
模
索
す
る

毎
日
だ
。

菓
子
職
人
が
黙
々
と
つ
く
り
だ
す
、美
し
い
造
形
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
心
が
こ
も
る

日々かわり続ける川越の街。
守らなければならない歴史と
新しい可能性を感じながら、
時の鐘とともに 140年。
老舗菓子店の今までとこれから。

福呂屋
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KIKÖNO
川越市幸町5-28
050-1409-1483
11:00 ‒ 16:30
（土日祝は17:00まで）
毎週水曜、他HPをご確認ください
http://www.kikono.net/

KIKÖNO
キコノ

k a w a g o e

キコノという店名は、息子さん
のかわいい言い間違いから生ま
れたそう。不定期で一日限定カ
フェや企画展も行っている。

いろいろなかたちの実用的
なカゴは 4,000円～。モロ
ッコや北欧、ヨーロッパの
カゴなど、きっとお気に入
りが見つかるはず。

　

一
番
街
か
ら
少
し
裏
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
雑
貨
店
キ
コ
ノ
は
、

店
主
が
作
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

帽
子
と
国
内
外
の
カ
ゴ
（
バ
ス
ケ

ッ
ト
）
を
集
め
た
お
店
。
店
主
の

住
吉
陽
子
さ
ん
が
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
や
商
工
会

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て

2
0
1
3
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

住
吉
さ
ん
の
作
る
帽
子
は
、
お
客

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
顔
や
体
型
、

服
装
や
イ
メ
ー
ジ
に
し
っ
く
り
く

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
や
半
年
待

ち
の
大
人
気
。
春
夏
用
に
は
軽
や

か
な
ペ
ー
パ
ー
素
材
を
使
っ
た
ナ

チ
ュ
ラ
ル
で
か
ぶ
り
心
地
の
よ
い

帽
子
を
、
秋
冬
に
は
上
質
の
毛
糸

で
あ
た
た
か
な
冬
を
過
ご
せ
る
よ

う
な
帽
子
を
心
を
こ
め
て
丁
寧
に

手
作
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
コ

ノ
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
国

内
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
カ
ゴ
。
そ

の
地
で
手
に
入
る
素
材
を
使
っ
た

伝
統
工
芸
品
で
あ
り
、
日
用
品
と

し
て
家
庭
で
重
宝
さ
れ
る
カ
ゴ
は
、

持
っ
て
い
る
だ
け
で
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
。
他
に
手
芸
用
品
な
ど

の
か
わ
い
い
雑
貨
も
充
実
。
見
て

い
る
だ
け
で
も
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
す
ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
居

心
地
の
よ
い
空
間
、
午
後
の
お
散

歩
が
て
ら
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
？

ハンドメイドの帽子と
世界のカゴがあつまる雑貨店

Banon
川越市元町1-12-7
049-277-4300
12:00-18:00（L.O.）
月・火・水定休
http://banon2014.com/

Banon
バノン

川越の町が大好きな白土さん。
地元に長く愛される店になるた
め、居心地のよい空間作りに余
念がない。

ゆっくりくつろげる喫茶スペ
ース。甘酸っぱさがやみつき
になるレモンタルト（450円）
や自家製シロップを使ったジ
ュースが人気。

　

お
店
の
入
り
口
を
く
ぐ
る
と
、

間
違
い
な
く
時
間
の
流
れ
が
か
わ

る
…
あ
た
た
か
な
照
明
と
お
行
儀

良
く
並
ぶ
雑
貨
た
ち
、
そ
し
て
店

主
の
白
土
真
弓
さ
ん
の
ほ
っ
こ
り

と
し
た
雰
囲
気
。
百
年
近
く
経
つ

古
民
家
を
改
装
し
2
0
1
4
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
バ
ノ
ン
は
、
そ
ん

な
不
思
議
な
お
店
だ
。
昔
な
が
ら

の
土
間
や
小
上
が
り
の
雰
囲
気
を

活
か
し
た
内
装
は
、
改
装
時
に
白

土
さ
ん
も
職
人
さ
ん
と
と
に
に
腕

を
振
る
っ
た
そ
う
。
店
内
で
は
喫

茶
も
で
き
、
ド
リ
ン
ク
や
ケ
ー
キ

は
す
べ
て
白
土
さ
ん
考
案
で
、
ど

れ
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
や
さ
し
い
味

わ
い
。
見
て
い
る
だ
け
で
も
心
が

と
き
め
く
よ
う
な
小
さ
な
人
形
や

お
も
ち
ゃ
、
食
器
類
な
ど
の
雑
貨

に
は
、
セ
レ
ク
ト
す
る
白
土
さ
ん

の
セ
ン
ス
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
あ
る
雑
貨
た
ち
は
ど
れ
も
白
土

さ
ん
が
気
に
入
っ
て
仕
入
れ
て
き

た
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
次
に
大
切

に
使
っ
て
く
れ
る
ひ
と
の
と
こ
ろ

へ
送
り
出
し
て
あ
げ
た
い
、
と
考

え
て
い
る
。

　

日
常
か
ら
少
し
だ
け
離
れ
た
と

き
、
ふ
と
誰
か
と
お
し
ゃ
べ
り
し

た
い
と
き
は
ぜ
ひ
一
度
バ
ノ
ン
の

扉
を
く
ぐ
っ
て
み
て
は
。
き
っ
と

忘
れ
て
い
た
何
か
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
る
は
ず
だ
。

日常に埋もれてしまう大切な何かを
ふと思い出させてくれる場所

文＝櫻井理恵　写真＝櫻井由理
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Burger Cafe honohono
川越市元町1-8-25  049-277-5723
11:00 ‒ 15:30（L.O. 15:00）
17:30 ‒ 22:00（L.O. 21:00）
不定休
http://www.localplace.jp/t100060789/

Burger Cafe honohono
バーガー カフェ ホノホノ

大きな口で元気よくかぶりつい
てほしい！ バーガーをほおばり
ながら、気さくなオーナー夫婦
との会話も楽しみたい。

炭火焼なのでパテの旨味が
しっかり閉じこめられる。一
番人気のhonohonoバーガ
ーはポテト付きで 1,550円。

　

と
に
か
く
で
か
い
。
そ
し
て
、

何
よ
り
旨
い
。
2
0
1
4
年
、
市

役
所
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
バ
ー
ガ

ー
カ
フ
ェ
・
ホ
ノ
ホ
ノ
。
昼
夜
問

わ
ず
盛
況
の
理
由
は
そ
の
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
。

毎
朝
手
仕
込
み
す
る
極
粗
挽
き
パ

テ
は
牛
肉
1
0
0
％
、
炭
火
焼
に

す
る
こ
と
で
肉
の
旨
味
を
閉
じ
こ

め
、
さ
ら
に
ソ
ー
ス
は
最
小
限
に

抑
え
て
素
材
の
味
を
そ
の
ま
ま
楽

し
め
る
。
食
材
は
ほ
と
ん
ど
を
地

元
の
店
か
ら
仕
入
れ
、
お
客
さ
ん

だ
け
で
な
く
川
越
の
町
全
体
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
大
坪
信
介
さ
ん
は

都
内
の
有
名
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で

修
行
後
、
ホ
ノ
ホ
ノ
を
開
業
。
ハ

ワ
イ
語
で
「
ゆ
っ
く
り
す
る
」
と

い
う
意
味
の
店
名
の
通
り
、
店
に

は
の
ん
び
り
と
し
た
時
が
流
れ
て

い
る
。
気
さ
く
な
ス
タ
ッ
フ
と
ボ

リ
ュ
ー
ミ
ー
で
安
心
な
食
材
を
使

っ
た
バ
ー
ガ
ー
を
求
め
、
開
店
約

一
年
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
常
連

さ
ん
が
多
く
来
店
す
る
。

　
「
と
に
か
く
旨
い
バ
ー
ガ
ー
を
作

り
た
い
」。
少
し
は
に
か
み
な
が

ら
話
す
大
坪
さ
ん
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
栄
養
満

点
の
バ
ー
ガ
ー
。
ぜ
ひ
、
大
き
な

口
を
あ
け
て
思
い
っ
き
り
か
ぶ
り

つ
い
て
み
て
ほ
し
い
。

本格派のひとへ。
炭火焼グルメバーガーの店

Terroir -cafe&wine-
川越市神明町13-5 クワンヴィレッジ3F
049-214-6043
12:00 ‒ 22:00（L.O. 21:00）
木曜定休
https://m.facebook.com/
terroir.kawagoe

Terroir
テロワール

いつでも明るい笑顔の有福夫妻。
奥さまはパティシエで、テロワ
ールのスイーツを担当。

家族や仲間との時間を最高
に楽しめる。2日間プレス
する野菜のテリーヌ（750
円）や鴨のロースト（2,100
円）がおすすめ。

〝Terroir

〞と
は
、「
土
壌
・
気
候
・

作
り
手
」
と
い
う
味
わ
い
の
要
素

を
成
す
ワ
イ
ン
用
語
。
テ
ロ
ワ
ー

ル
は
ま
さ
に
「
食
材
・
食
べ
る
ひ

と
・
作
る
ひ
と
」
が
一
体
と
な
り
、

み
ん
な
の
心
を
満
た
し
て
く
れ
る

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
。
都
内

や
軽
井
沢
の
有
名
店
で
修
行
を
し

た
シ
ェ
フ
の
有
福
英
孝
さ
ん
が
考

案
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、
と
に
か
く

食
材
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
上
里

の
「
古
代
豚
」
や
東
松
山
の
無
農

薬
野
菜
な
ど
、
近
隣
の
地
域
か
ら

仕
入
れ
る
厳
選
食
材
を
使
用
。
美

味
し
い
キ
ノ
コ
が
あ
る
と
聞
け
ば

自
分
で
山
に
入
っ
て
収
穫
す
る
と

い
う
。
何
よ
り
も
驚
く
の
は
そ
の

自
然
な
味
わ
い
。
秘
密
の
レ
シ
ピ

で
、
素
材
の
味
を
し
っ
か
り
楽
し

め
る
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
だ
。
も
ち

ろ
ん
食
事
に
ぴ
っ
た
り
の
ワ
イ
ン

も
セ
レ
ク
ト
し
て
も
ら
え
る
。
と

は
い
え
、
決
し
て
お
高
く
と
ま
っ

た
フ
レ
ン
チ
で
は
な
く
、
子
ど
も

連
れ
も
大
歓
迎
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
。

夏
に
は
テ
ラ
ス
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
で
き
た
り
、
プ
ロ
の
演
奏
家
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
ひ
ら
く

な
ど
、
お
客
さ
ん
が
料
理
と
一
緒

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

気
軽
に
本
格
フ
レ
ン
チ
が
味
わ
え

る
、
ま
さ
に
と
っ
て
お
き
の
レ
ス

ト
ラ
ン
だ
。

常連になること間違いなし！
体にやさしいこだわりフレンチ

k a w a g o e
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イラスト＝上坂じゅりこ

個性溢れる役者たち
橋口ワールドに魅了されて

cinema !
cinema !

cinema !

vol.1
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り
の

み
の

と
な
る

の

つ
に

の

と
い
う

が

あ
り
ま
す

こ
こ
は

に
な
る
と

を
き
た
す

で
も
あ
り
ま
す
が

こ
の

の

ん

に

の

の

を

し
た

が

さ
れ
て
い
ま
し
た

の

の

は

を

し
ま

す

こ
の

は

を

す
る

で

と

が

な
る

を

ぶ

み

と
し
て

わ
れ
ま
し
た

と

は

に

や

な
ど
で

げ
ら

れ
た

の

の
こ
と
で

こ
う
さ
つ

と

ば
れ
て

い
ま
し
た

こ
の

に

か
ら

さ
れ
た

が

さ
れ

て
い
た
の
で
す

で
は
な
か
な
か

じ
が

た
い

で
す
が

そ
れ

が
こ
の

の

で

す

の

は

に

か
れ
た

で
す

の

を
し
た

や

を
か
つ
ぐ

に

っ
て

か
れ
た

や

を

に

せ
て

ぶ

た
ち

ま
だ

の

が

く

る

の
に
ぎ
わ
い
が
う
か
が
え
ま
す

が

の

に
な
り
ま
す

の

ん

に

で

か
れ
た

が
あ
り

そ
の

に

が
つ
い
た

の
よ
う
な
も
の
が

え
ま
す

こ
の

に

が

さ
れ
た

が
う
か
が
え
ま
す

こ
の
よ
う
な

を

と

ん
で
い
ま
し
た

ま
さ
に
こ

こ
が

の

で
あ
る
こ
と
を

す

で
す

で
は

な
ぜ

の

ん

に
こ
の
よ
う
な

が

げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

そ
れ

は

こ
の

が

の

で
あ
っ

た
た
め
で
す

は

で
あ
る

ヶ

と

で
あ
る

ヶ

と

の

ヶ

と

か
ら

さ
れ
て
い
ま
し
た

の

の

り
の

り
が
あ
る

は

か
ら

ま
で

と

ば
れ
て
お

り
ま
し
た

の

か
ら
み
て

は

ま
た

は

と

の

を

の

と
し
て

が

め
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す

の

の

に
あ
る
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
は

の

を

め
た

が

ん
で
い
た

で
す

は

け
の

と
し
て
こ
こ
に

を

え
ま
し

た

の

は

の

に

と

を

き

す
る

の

で
あ
り
ま
し
た

の

と
い
う

が

ま
れ
て
お
よ

そ

く

や
そ
の

は

わ
り
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が

も

も

の

に
ぎ
わ

い
を

つ
め
て
い
る

で
あ
る
こ
と
に

わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん

川越御城下図部分　個人蔵

ふ

だ 

の 

つ

じ

の

の

川 越
四 方 山 話

第
一
回

文
＝
川
越
市
立
博
物
館 

宮
原
一
郎

　

川
越
ス
カ
ラ
座
の
こ
と

　

は
じ
め
ま
し
て
。
川
越
ス
カ
ラ
座
支

配
人
の
舟
橋
一
浩
で
す
。
お
す
す
め
の

映
画
に
つ
い
て
書
い
て
頂
き
た
い
と
の

ご
依
頼
を
受
け
、
今
回
か
ら
川
越
ス
カ

ラ
座
で
こ
の
コ
ラ
ム
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
映
画
に
つ
い
て
書
く

前
に
、
ま
だ
川
越
ス
カ
ラ
座
に
つ
い
て

ご
存
じ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

う
の
で
、
ま
ず
簡
単
に
川
越
ス
カ
ラ
座

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

川
越
ス
カ
ラ
座
は
、
元
々
は
明
治
38

年
に
「
一
力
亭
」
と
い
う
寄
席
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
昭
和
15
年
か
ら

今
の
映
画
館
の
原
型
と
な
る
川
越
松
竹

館
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
昭
和
38
年
に
川

越
ス
カ
ラ
座
に
改
名
し
ま
し
た
。
平
成

19
年
の
5
月
に
一
度
閉
館
し
ま
し
た
が
、

地
元
の
仲
間
と
と
も
に
設
立
し
た
N
P

O
法
人
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
再
建
に

取
り
組
み
、
3
ヶ
月
後
に
再
オ
ー
プ
ン

し
て
今
に
至
り
ま
す
。
今
年
は
川
越
ス

カ
ラ
座
が
寄
席
と
し
て
始
ま
っ
て
か
ら

1
1
0
年
、
そ
し
て
我
々
N
P
O
で
再

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
8
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

心
に
残
る
、存
在
感『
恋
人
た
ち
』

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
へ
ん
で
お
薦
め
映
画
に
つ

い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
を

依
頼
さ
れ
た
と
き
は
好
き
な
映
画
に
つ

い
て
好
き
に
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
く
れ

ぐ
れ
も
ス
カ
ラ
座
で
こ
れ
か
ら
上
映
す

る
映
画
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
言
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
（
そ
れ
は
そ
う

で
す
よ
ね
）、
今
後
の
当
館
の
上
映
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

お
陰
さ
ま
で
最
近
で
は
「
川
越
ス
カ
ラ

座
で
是
非
上
映
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

依
頼
が
多
く
、
年
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
い
っ
ぱ
い
で
、
ど
の
作
品
に
つ
い
て

書
く
べ
き
か
悩
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
は
7
年
振
り
に
新
作
を
撮
っ
た
才
能

あ
る
監
督
の
作
品
に
つ
い
て
綴
り
ま
す
。

　

監
督
は
橋
口
亮
輔
さ
ん
。
作
品
タ
イ

ト
ル
は
『
恋
人
た
ち
』。
当
館
で
は
11

月
14
日
か
ら
上
映
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
あ
ら
す
じ
は
こ
ち
ら
で
す
。

〝
通
り
魔
殺
人
事
件
に
よ
っ
て
妻
を
失

っ
た
男
、
そ
り
が
合
わ
な
い
姑
と
自
分

に
関
心
を
も
た
な
い
夫
と
暮
ら
す
平
凡

な
主
婦
、
同
性
愛
者
で
完
璧
主
義
の
エ

リ
ー
ト
弁
護
士
と
い
う
3
人
の
「
恋
人

た
ち
」
に
は
、
監
督
自
ら
が
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
見
出
し
た
新
人
の
篠
原
篤
、

成
嶋
瞳
子
、
池
田
良
が
扮
し
、
光
石
研
、

安
藤
玉
恵
、
木
野
花
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ

ン
キ
ー
ら
個
性
溢
れ
る
顔
ぶ
れ
が
橋
口

ワ
ー
ル
ド
を
彩
る
。〞（
川
越
ス
カ
ラ

H
P
よ
り
抜
粋
）

　

橋
口
監
督
の
作
品
は
前
作
『
ぐ
る
り

の
こ
と
』
を
当
館
で
も
上
映
し
ま
し
た

が
、
あ
れ
か
ら
も
う
7
年
も
経
っ
て
い

た
と
は
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
。
橋
口

監
督
は
、
今
作
の
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
形
で
『
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
サ
ン

セ
ッ
ト
』、『
ゼ
ン
タ
イ
』
と
い
う
短
編

を
撮
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
出
演
し
て
い

た
素
人
さ
ん
た
ち
を
今
回
主
役
に
抜
擢

し
て
い
ま
す
。
こ
の
素
人
だ
っ
た
役
者

さ
ん
た
ち
が
『
恋
人
た
ち
』
で
は
素
晴

ら
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。
特
に
篠
原
篤

さ
ん
と
成
嶋
瞳
子
さ
ん
は
出
色
で
す
。

先
日
当
館
に
も
来
て
頂
い
た
光
石
研
さ

ん
も
出
演
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
光
石

さ
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
名
演
技
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
橋
口
監

督
の
演
出
ゆ
え
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

映
画
を
観
終
わ
っ
た
後
も
ず
っ
し
り
と

心
に
残
っ
て
し
ま
う
存
在
感
で
し
た
。

　

橋
口
監
督
は
こ
れ
ま
で
長
編
作
品
を

４
作
撮
っ
て
い
て
、
ど
の
作
品
も
独
特

の
読
後
感
（
鑑
賞
後
感
？
）
を
残
す
作

品
ば
か
り
。
好
き
嫌
い
は
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
す
べ
て
名
作
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
個
人
的
に
は
２

作
目
の
『
渚
の
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
』
が
大

好
き
な
の
で
す
が
、
紙
面
の
関
係
で
今

回
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
の
で
い
つ
か
取

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
上

映
期
間
中
に
は
監
督
の
舞
台
挨
拶
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
川
越
ス
カ
ラ

座
で
映
画
『
恋
人
た
ち
』
を
お
楽
し
み

下
さ
い
！

◆川越スカラ座
明治38年に寄席としてスタートし
た川越老舗の映画館。平成19年に
惜しまれながら閉館したが、その
後NPO法人プレイグラウンドの尽
力により復活。コアな作品を懐か
しい雰囲気の館内で堪能できる。
川越市元町 1-1-1
049-223-0733　火曜休館
［料金］　一般／ 1,500円　シニア、
大高生、障がい者の方（および付
添 1名まで）／ 1,000円　小中生
／ 800円　幼児／無料　※詳細は
HP参照。http://k-scalaza.com/

川越市立博物館　川越市郭町2-30-1　tel. 049-222-5399　午前9：00～午後5：00（入館午後4：30まで）
月曜休館（休日の場合は翌休）　※入館料はHPを参照下さい。　http://museum.city.kawagoe.saitama.jp/



ク
レ
ア
モ
ー
ル
か
ら
一
本
は
い
っ
た
と

お
り
に
た
た
ず
む
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー

Clove hitch

。
バ
ー
と
い
え
ば
一
人
で
は

入
り
に
く
い
と
躊
躇
し
て
し
ま
い
そ
う

だ
が
、
ク
ロ
ー
ヴ
・
ヒ
ッ
チ
は
女
性
で

も
入
り
や
す
い
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
が

人
気
の
秘
密
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
い
つ

も
マ
ス
タ
ー
の
小
室
聡
さ
ん
と
お
客
さ

ん
が
談
笑
し
て
い
る
。
手
ご
ろ
な
ワ
イ

ン
か
ら
70
種
類
以
上
の
カ
ク
テ
ル
な
ど
、

お
酒
の
種
類
も
も
ち
ろ
ん
豊
富
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
し
て
料
理

も
充
実
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ

ュ
ー
が
季
節
ご
と
に
楽
し
め
る
。
小
室

さ
ん
は
以
前
か
ら
川
越
の
バ
ー
で
働
い

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
自
身
の
お
店
を

12
年
前
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
き
も
川
越

で
！  

と
決
め
て
い
た
そ
う
。
6
年
半

前
、
現
在
の
場
所
へ
の
移
店
を
き
っ
か

け
に
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
け
ど
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
ワ
イ
ン
を
気
軽
に
飲
め
る
、

よ
り
親
し
み
や
す
い
ス
タ
イ
ル
の
バ
ー

に
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
時
の
お
客
さ
ん

も
い
ま
だ
に
多
く
通
っ
て
い
る
川
越
の

イ
チ
押
し
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、
常
連
に

な
る
日
も
遠
く
な
い
。

Bar & Dining Clove hitch

ふ
ら
り
と

立
ち
寄
る
の
が
い
い

お
い
し
い
料
理
も

堪
能
で
き
る
バ
ー

43 42

n i g h t

d a y

川
越day

&
nig

ht
昼
に
く
つ
ろ
ぎ

夜
を
た
し
な
む

何
気
な
く
足
が
向
い
て
し
ま
う
喫
茶
店

が
近
所
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
ど

れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
。
珈
琲
の

香
り
に
満
た
さ
れ
た
店
内
で
ひ
と
り
だ

け
の
時
間
を
し
ば
し
過
ご
し
、
ま
た
日

常
へ
と
戻
っ
て
い
く
。
あ
ぶ
り
珈
琲
は

そ
ん
な
私
た
ち
を
静
か
に
待
っ
て
い
て

く
れ
る
。
し
か
も
、
極
上
の
珈
琲
を
用

意
し
て
！  

マ
ス
タ
ー
の
林
裕
之
さ
ん

が
毎
日
焙
煎
す
る
豆
は
、
日
本
ス
ペ
シ

ャ
ル
テ
ィ
協
会
の
基
準
を
満
た
し
た
上

級
ラ
ン
ク
の
も
の
を
厳
選
し
て
使
用
。

ロ
ー
ス
タ
ー
も
火
力
や
シ
リ
ン
ダ
ー
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
。
そ
れ

ら
は
す
べ
て
豆
の
も
つ
本
来
の
味
を
ひ

き
だ
す
た
め
だ
。
淹
れ
方
は
こ
こ
最
近

に
な
っ
て
ま
た
注
目
を
集
め
て
い
る
ハ

ン
ド
ド
リ
ッ
プ
。
珈
琲
の
味
を
追
究
し

な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
試
す
林

さ
ん
は
、
常
に
新
し
い
珈
琲
の
味
を
模

索
し
て
い
る
。
店
で
扱
う
豆
の
種
類
は

現
在
約
20
種
。
ち
ょ
っ
と
ぬ
る
め
で
味

わ
う
と
、
そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
と

い
う
。
自
分
好
み
の
特
別
な
味
、
ぜ
ひ

見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

あぶり珈琲

自
分
だ
け
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ティ
な

珈
琲
を
探
し
に

訪
れ
た
い

vol.1

文
＝
櫻
井
理
恵

写
真
＝
櫻
井
由
理



a.オリジナルブレンドは No.1から 5ま
で。好みの味を見つけて　b.一杯ずつ丁
寧にドリップ　c.趣のある内装はほとん
どマスターが手がけている　d.珈琲にぴ
ったりの自家製ショコラケーキ（ドリン
ク＋ 350円）　e.珈琲豆のテイクアウト
は 100gから。自宅でも本格的な味わい
を。 f.焙煎機はフジローヤルロースター。
豆によって違う味わいを引き出す

あぶり珈琲 

川越市大手町15-8
049-226-8556
10:00 – 18:00
火曜定休
abri@pop.kcv-net.ne.jp

Bar & Dining Clove hitch 

川越市脇田町14-16 
シャトー利休1F
049-226-1778
18:00 – 24:00
水曜定休
http://r.gnavi.co.jp/e507900/

a.マスターとの会話もまた楽しみのひと
つ　b.プロの注ぎ方はやっぱり違う！ 
きめ細かな泡と炭酸の舌触りが自慢の生
ビール　c.必ず食べたい、大人気のナチ
ョス（1,026円）。手作りサルサソース
が決め手　d.一流のカクテルを味わう　
e.ついつい立ち寄りたくなる、親しみ
やすい店構え　f.スタッフと常連さんの
会話もはずむ。居心地の良い空間

a a

d de e

f f

b bc c

d a yn i g h t
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身の丈ほどの大筆を大量の墨汁にひたし、
一気に襖一面描く。月光の黄色を丸筆に
含ませ、激しく振りつける。滴の形をた
しかめながら…
（画家として一般企業 11年継続就労）

1990年生まれ。川越市出身。
2012年東京工芸大学芸術学部
写真学科卒業

富士山・月光（襖絵・日本画） 果てしなく続く長い道

伊藤大貴
アウトサイダーアーティスト

櫻井由理
　　　

a r t  o f  k a w a g o e  4 a r t  o f  k a w a g o e  3
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prem
ium
 inform

ation

　運営するNPO法人あいアイは、年齢、国籍、
性別、そして、障害の有無を問わず、創造活
動し、その成果をもって、障害者の一助とし
ています。本丸御殿近く、三芳野神社遊園地
前の民家にて、アウトサイダー作品を展示公開。
　1万余点のコレクションより、季節や行事テ
ーマに合せ鑑賞していただいています。土日
は、障害者美術教育50年の館長が担当。
　ご予約いただく場合は、いつでも担当いた
します。（090-3342-9412）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

川越市郭町 2-20-4　
049-277-7872

10:00～ 17:00

編
集
後
記

next issue

2015年12月発行予定

kawagoe premium 2

特集 1

川越の手仕事
特集 2

河越抹茶を訪ねて
特集 3

祭りの記憶
連載 new comer
 川越 day & night
 川越四方山話
 cinema!  cinema!  cinema!
 川越人

etc.

　kawagoe premium創刊号をお
手にとっていただいた皆さま、あ
りがとうございます。いかがでし
たでしょうか？  取材先では地元
を愛する方々の心にふれて、新し
い川越の魅力を再発見することが
できました。川越には脈々と続く
歴史とすばらしい文化が、日々の
生活の中にあたりまえのように存
在しています。観光化が進み、日
本だけでなく海外からも毎日たく
さんの方がこの地を訪れている昨
今、川越の人間として、まず自分
自身が地元の魅力を再確認するこ
と。本誌がますます川越の発展に
寄与できるよう、努力してまいり
ます。次号もお楽しみに！

［行事紹介］
● 5月 5日 11:00～　あいアイパーティ
● 7月 7日　七夕夏まつり
●満月の夜　お月見と三芳野お囃子
● 1月 2日　書き初め
絵画講座、毎月第二・第四土曜日 10:00～ 12:00

あいアイ美術館［アウトサイダーアート］
入場無料／茶付／月曜日休館

◤
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